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Ⅰ．はじめに

オスマン朝末期には宮廷を中心に発展したオスマン音楽（トルコ古典音楽）や，19世紀にオ
スマン宮廷においても正式な教育が導入されはじめた西洋音楽とそれらの折衷スタイルなど，
多彩な音楽活動が展開されていた。カントはオルタオユヌの上演時に不可欠の演目である（永
田2006，永田；江川2015）。劇団所属の人気女優たちが歌う世俗歌謡で，彼女たちを目当てに
上演に殺到する人々も多かった。当時のオルタオユヌ上演ポスターには，カント歌手たちの名
前が，花やリボンで縁取りされ，強調されて目立つように記載されている。新聞の興行関連広
告記事においても，カントというジャンル名や，ときにはカント歌手の名前も記載されること
がある。本稿では，これらのうち，カント歌手の名前が記載されている広告記事に焦点をあて
る。

Ⅱ．カント歌手たちの演奏活動広告記事

表 1は，1880年代から1910年代にかけて発刊された新聞のうちカント歌手名が記載されてい
る記事の一部を抜粋したものである。カントやデュエット，カルテットというジャンル名のみ
の記載や，カントの固有タイトルが含まれているものも多数あるのだが，本稿では歌手名に焦
点をあてたため，割愛している。また，カントは上述のように，オルタオユヌ上演時に欠かせ
ない演目であるが，同時にカラギョズ芝居やインジェ・サズの公演時にも歌われることがある
のだが1），これらも本表では割愛した。カント歌手名が見える新聞広告は1880年代には散見さ
れはじめるようである。
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カント歌手の花形はなんといっても，ペルーズ Peruz（1866-1920）とシャムラム Şamram

（1871-1955）である。彼女達の名前の他，広告記事に頻出するのはヴィクトリア Viktoria，エ
レニ Eleni，ヴィルジニ Virjini，マリMari，アメリヤ Amelyaらである。
ブランシュ Blanşという名も散見されるのだが，1920年前後に盛んに活動するブランシュと

同一人物であるかどうかは現時点では不明である。
カント歌手は女性役者たちのみではなく，男性役者たちも担当する。上述の女性歌手たちと

デュエットなどで共演する男性歌手としては，トドリ・エフェンディ Todori Efendiなどが代
表的である。
主催者みずから歌うことも多く，ハサン Hasanやナーシド・ベイ Naşid Beyらの名はたび

たび登場する。表 1には含めなかったが，とりわけ，1910年代，デュエットやカルテットなど
の形式が流行すると，ナーシド・ベイ率いる劇団では必ずといってよいほど，これらが歌われ
ている。

Ⅲ．おわりに

カントは芸術性が高い歌謡というカテゴリーには属さないうえ，伴奏楽器も西洋の楽器であ
ったり，オスマン宮廷音楽に用いられる楽器であったりと，ジャンルの分類も難しいため，な
かなか研究の俎上にのることがない演目である。しかし，オスマン朝末期の音楽活動を知る上
では欠かすことのできない重要な歌謡である。本稿で紹介したデータは既に収集済データの一
部にすぎない。しかしながら，当時のカント歌手たちの活躍ぶりを垣間見ることができよう。
今後も情報収集を継続するとともに，入手済データとともに更なる分析を加える予定である。

注
1 ）例えば1903年 3 月フェネルのクルブルヌ・ガズィノにおけるカント上演，1895年 3 月ラマザン
期スルタンアフメットにおけるアリフのコーヒーハウスでのカラギョズ公演におけるカント（Yeni 
Araba Kantosu, Yeni Sandal Kantosuなど），1908年 8 月キュチュク・チャムルジャで毎週金・日曜
日ビュルビュル・サーリヒの完璧なるインジェ・サズ楽団演奏に，マリ・フェルハのカントとデ
ュエット，ニコラキのオケ，メッダーフのスールーリらの共演があることを示す記事など。
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表 1　歌手名表記のあるカント上演記事例
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